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MDR-1RNC

ノイズキャンセリング
ヘッドホン
取扱説明書

装着する・リモコンを使う

1

2

使いかた
ヘッドホンを充電する

接続する

4

お使いになったあとは
POWERスイッチを「OFF」にしておいてくだ
さい。

音量＋ボタン

センターボタン

音量－ボタン

マイク

左右識別用突起

iPod/iPhone/iPad専用マイク/リモコン付き接続コード

iPod/iPhone/iPad

センターボタンの使いかた 
(iPod/iPhone/iPad専用マイク/ 
リモコン付き接続コード)
操作 説明
1回押す iPodの曲を再生／一時停止
2回押す 次の曲を頭出し
3回押す 前の曲を頭出し
押し続ける VoiceOver機能*開始（対応

する場合のみ）
着信時に1回押す
もう一度押す

通話
通話終了

着信時に2秒以上
押して離す

着信拒否（操作音が小さく 
2回鳴ります。）

* iPodおよびソフトウエアのバージョンによって異
なります。
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本機対応のiPod/iPhone/
iPad モデル
本機には下記のiPodが対応しています。ご使用の
前に、お使いのiPodを最新のソフトウエアにアッ
プデートしてください。特別な場合を除き、この取
扱説明書ではiPod/iPhone/iPadの総称として
「iPod」と記載しています。

 iPod touch（第4世代）
 iPod touch（第3世代）
 iPod touch（第2世代）
 iPod nano（第6世代）
 iPod nano（第5世代）
 iPod nano（第4世代）
 iPod classic 120GB / 160GB (2009)
 iPod shuffle（第4世代）
 iPod shuffle（第3世代）
 iPhone 4S
 iPhone 4
 iPhone 3GS
iPad（第3世代）
 iPad 2
 iPad
※2012年6月現在

ご注意
 対応以外のiPodを本機に接続しないでください。本機
で対応していないiPodを使用した際の動作は保証して
おりません。

 対応しているiPodでも、本機においてすべての操作が
できるわけではありません。

 iPodのソフトウエアのバージョンによっては、本機で
操作できないことがあります。

 本機の不具合など何らかの原因で、外部機器などの記
録内容が破損・消滅した場合など、いかなる場合にお
いても、記録内容の補償およびそれに付随するあらゆ
る損害について、当社は一切責任を負いかねます。ま
た、いかなる場合においても、当社にて記録内容の修
復、復元、複製などはいたしません。あらかじめご了
承ください。









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
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


バッテリー残量を確認する
残量状態 POWERランプ ビープ音

満充電 3回点滅* ビープ音なし

 2回点滅* ビープ音なし

残量わずか 1回点滅* ビープ音なし

残量なし 速い点滅（30秒） 長音（2秒）

* ヘッドホンの電源を切ったとき。

充電状態を確認する
充電状態 充電ランプ
充電中 点灯
充電終了 消灯
充電異常時 点滅

ヘッドホンの充電時間と使用可能
時間
充電時間 持続時間1)

約4時間2) 約22時間3)

1) 1 kHz、0.1 mW + 0.1 mW出力時
2) 電池残量がない状態から、満充電するのにかか
る時間

3) 周囲の温度や使用状態により、上記の持続時間
と異なる場合があります。

USB充電のパソコン推奨 
環境
以下のOSが標準インストールされており、USBポー
トが標準装備されたパソコン

 下記環境を満たすすべてのパソコンで動作を保証
するものではありません。
 日本語版標準インストールのみ。
 自作パソコンは動作保証対象外です。

 Windows®をお使いの場合
 Windows® 7
 （Home Premium / Professional / Ultimate / 

Starter） 
※64ビット版含む

 Windows Vista® （Service Pack 2以降）
 （Home Basic / Home Premium / Business / 

Ultimate） 
※64ビット版含む

 Windows® XP （Service Pack 3以降）
 （Home Edition / Professional / Media 

Center Edition 2004 / Media Center Edition 
2005）
 Macintoshをお使いの場合

 Mac OS X （バージョン10.5以降）





―

―

フルオートAIノイズキャンセリン
グについて
フルオートAI（Artificial Intelligence）ノイズ
キャンセリング機能で、常に周囲の音を分析
して、最適なキャンセリングモードを自動で
選択します。

ノイズキャンセリングモードの種類
NCモードA： 主に航空機内の騒音を効果的に
低減
NCモードB： 主にバス・電車の騒音を効果的に
低減
NCモードC： 主にオフィス・勉強部屋等、OA
機器・空調機器の騒音を効果的に低減

ヒント
 ヘッドホンの電源を入れると、「NCモードA」が
設定されます。
 周囲の音を分析するのに数秒かかることがあり
ます。





充電ランプ

マイクロUSBケーブル

部 部

3 電源を入れる
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主な仕様
一般仕様
形式 密閉ダイナミック型
ドライバーユニット
 50 mm、ドーム型
最大入力 100 mW
インピーダンス
 51Ω（ON時、1 kHzにて）
 19Ω（OFF時、1 kHzにて）
音圧感度 103 dB/mW（ON時）
 100 dB/mW（OFF時）
再生周波数帯域
 5 Hz～ 24,000 Hz
総騒音抑制量（TNSR）1）

 約25 dB2）

電源 内蔵充電式リチウムイオン電池
質量 約330 g （コード含まず）
通話用マイク部開回路電圧レベル （iPod/iPhone/
iPad専用マイク/リモコン付き接続コード）
 –42 dB （0 dB ＝ 1 V/Pa）
同梱物
ヘッドホン（1）、iPod/iPhone/iPad専用マイク/リ
モコン付き接続コード（1.2 m、PCOCC線採用、 
4極金メッキL型ステレオミニプラグ）（1）、マイク
ロUSBケーブル（1.5 m）（1）、キャリングケース
（1）、取扱説明書（1）、保証書（1）

推奨アクセサリー
USB ACアダプター： AC-UD20（別売）
1） 当社測定法による。
2） 当社規定の航空機シミュレートノイズ下における、ノ
イズキャンセリングモードA時と、ヘッドホンの非装
着時との比較による値です。総騒音抑制量約25 dBは
音のエネルギーで約99.7 %の騒音低減に相当します。

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更
することがありますが、ご了承ください。

主な特長
 デジタルデュアルノイズセンサーテクノロジー搭
載
ハウジングの内外に配した2つのノイズセンサー
と、2組みのDNCソフトウェアエンジンの組み合
わせにより、卓越したノイズキャンセリング性能
を実現。
 フルオートAIノイズキャンセリング機能搭載
周囲の騒音を常に分析し、最適なノイズキャンセ
リングモードを自動選択。
 デジタルイコライザーとフルデジタルアンプ
S-Masterを搭載
理想的な周波数特性の実現と、フルデジタル処理
による高音質での音楽再生が可能。
 DSEE搭載
圧縮音源で失われがちな高音域と、消え際の微小
な音を再現。拡がりのある自然な音質を実現。
 長時間バッテリーライフ（22時間）
 電源OFF時はパッシブヘッドホンとしても使用可
能。
 コード着脱仕様

使用上のご注意

ノイズキャンセリング機能とは
外部の環境ノイズ（乗り物内の騒音や室内の空調音
など）と逆位相の音を出すことで環境ノイズが低減
して聞こえる機能です。

ノイズキャンセリング機能についての
ご注意

 ノイズキャンセリング効果がきちんと得られるよ
うに、イヤーパッドが耳を覆うように装着してく
ださい。
 ヘッドホンのマイク部を手などで覆わないでくだ
さい。ノイズキャンセリングが正しく機能しなく
なることがあります。

マイク部

 POWERスイッチを「ON」にするとサ－という音が
しますが、これはノイズキャンセリング機能の動
作音で故障ではありません。
 静かな場所やノイズの種類によっては、ノイズ
キャンセリング効果が感じられない、またはノイ
ズが大きくなると感じられる場合があります。
 自動車、バスなどでご使用の場合、路面状況によっ
てはノイズが発生することがあります。
 ヘッドホンのかけ方により、ピーという音（ハウ
リング）が出ることがあります。このような場合
は、ヘッドホンをかけ直してください。
 ヘッドホンの内側に指などを近づけると、ピーと
いう音（ハウリング）が出ることがあります。この
ような場合は指を離してください。
 携帯電話の影響によりノイズが入ることがありま
す。この場合は、携帯電話から本機を離してくだ
さい。

航空機内で使用するときのご注意
航空機内で電子機器の使用が禁止されている場合
や、機内のエンターティンメントサービスを個人の
ヘッドホンで利用することが禁止されている場合
は、本機を使用しないでください。

ヘッドホンを充電する際のご注意
 付属のマイクロUSBケーブルを使ってヘッドホン
を充電してください。それ以外の方法で充電する
と、故障の原因となります。
 充電は5℃～ 35℃の環境で行ってください。この
範囲を超えると、満充電されない場合があります。
 長期にわたって保存する場合は、高温の場所は避
けて保存してください。また、1年以上の長期に
わたって保存する場合は、充電池の過放電防止の
ため、年1回程度の充電を行ってください。
 USB充電に対応しているパソコンの推奨環境につ
いては、「USB充電のパソコン推奨環境」をご覧く
ださい。
 USB ACアダプターを使用してヘッドホンを充電
するときは、「推奨アクセサリー」に記載のUSB 
ACアダプター（別売）を使用してください。詳し
くは、アダプターに付属の取扱説明書をご覧くだ
さい。

取り扱い上のご注意
 ヘッドホン装着中は密閉度が高くなるため、ヘッ
ドホンの上から強い力が加わると鼓膜を傷つける
恐れがあります。他の人と接触したり、ボールな
どが飛んでくるような場所では使用しないでくだ
さい。
 ヘッドホンを耳に押し付けると、振動板から音が 
生じる場合があります。これは故障ではありませ
ん。
 iPodとつないだ本機とをかばんなどに一緒に入れ
る場合は、誤ってリモコンのボタンを押してしま
わないようご注意ください。
 汚れは、乾いた柔らかい布でふき取ってください。
 常に良い音でお聞きいただくために、プラグを
時々柔らかい布でからぶきし、清潔に保ってくだ
さい。
 イヤーパッドが汚れたり損傷した場合、または
ヘッドホンが故障した場合は、ソニーの相談窓口
またはお買い上げ店にご相談ください。
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 湿気やほこり、油煙、湯気の多い場所や直射日光
のあたる場所には置かないでください。故障の原
因となります。
 落としたりぶつけたりなどの強いショックを与え
ないでください。
 ユニット部はていねいに扱ってください。
 本機をご使用中に気分が悪くなったときは、即時
に使用を中止してください。
 直射日光が長時間当たる場所や、暖房器具の近
く、窓をしめきった自動車内などの温度が非常に
高い（60℃以上）ところや、湿気の多いところでの
ご使用、放置は避けてください。

静電気に関するご注意
人体に蓄積される静電気によりノイズが聞こえた
り、音がとぎれたり、耳にピリピリと痛みを感じた
りすることがあります。天然素材の衣服を身につけ
ることで軽減できます。

故障とお考えになる前に
音が出ない。
 ヘッドホンを充電する。
 電源スイッチが「OFF」になっていても、ヘッド
ホンを使用して音楽を聞くことができます。こ
の場合は、ノイズキャンセリング機能、デジタ
ルイコライザー、S-MasterやDSEEは機能せず、
通常のヘッドホンとして使用できます。

 ヘッドホンの充電池の残量を確認する。
 ヘッドホンと機器との接続を確認する。
 ヘッドホンにつないだ機器の電源が入っている
か確認する。

 つないだ機器の音量を上げる。
ノイズキャンセリング効果が低い。
 ノイズキャンセリング機能は、飛行機や電車の
騒音・エアコンのファンの音など低周波に対し
て有効で、人の声など高周波を含む音に対して
低周波同様の効力を発揮するものではありませ
ん。

 ヘッドホンのPOWERスイッチを「ON」にする。
音がひずむ。
 つないだ機器の音量を下げる。
電源が入らない、またはヘッドホンが正しく
機能しない。
 ヘッドホンを充電する。
 充電しても電源が入らないときは充電池の劣化
などの異常がある場合があります。この場合
は、お買い上げ店またはソニーの相談窓口にご
相談ください。

充電できない。
 充電ランプが点灯しているか確認する。
 ヘッドホンとマイクロUSBケーブルをしっかり
と接続する。

 マイクロUSBケーブルとパソコンがしっかりと
接続されているかを確認する。

 マイクロUSBケーブルとパソコンが、USBハブ
を経由してではなく、直接接続されていること
を確認する。

 USB充電できるパソコンのシステム要求を確認
する。

 パソコンなどの電源が入っているか確認する。
 パソコンがスタンバイ(スリープ）、休止状態に
入っていないことを確認する。

 推奨外のUSB ACアダプターを使用している。
 （充電ランプが30秒点灯、3秒消灯を繰り返す。）
 「推奨アクセサリー」に記載のUSB ACアダプター
を使用してください。

 充電ランプが点滅している場合は、ヘッドホン
の異常が考えられます。接続機器からはずして、
お買い上げ店またはソニー相談窓口にご相談く
ださい。

本機がパソコンに認識されない。
 マイクロUSBケーブルとパソコンがしっかりと
接続されているかを確認する。

 パソコンからマイクロUSBケーブルを抜き、も
う一度接続する。

 マイクロUSBケーブルとパソコンが、USBハブ
を経由してではなく、直接接続されていること
を確認する。

 接続しているパソコンのUSBポートに問題があ
る可能性がある。

 パソコンに別のUSBポートがあれば、そのポー
トに接続しなおしてください。

 上記に当てはまらない場合は、USB接続をしな
おす。

操作できない。
 ヘッドホンのPOWERスイッチを「OFF」にし、
接続を確認してから再度POWERスイッチを
「ON」にする。

 ヘッドホンをリセットする。
 クリップなどの細い棒を左ユニットの横にある

RESETボタンの穴へ差し込み、ボタンの感触が
あるまで押します。

つないだiPodが操作できない。
 接続コードが正しく接続されているかを確認す
る。L型プラグはiPodに、もう一方のプラグは
ヘッドホンにつなぎます。


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パソコンから
http://www.sony.co.jp/avp-regi/

携帯電話から

http://reg.msc.m.sony.jp/avp/

ソニーは、製品をご購入いただいたお客様のサポート
の充実を図るため､製品登録をお願いしております。詳
しくはウェブ上の案内をご覧ください。

2次元コード対応のカメラつき携帯電話
の読み取り機能でご利用ください。

製品登録のおすすめ

安全に関するお知らせ

警告表示の意味
この表示の注意事項を守らない
と、火災、感電、破裂などにより
死亡や大けがなどの人身事故が生
じます。
この表示の注意事項を守らない
と、火災や人身事故の原因となり
ます。
この表示の注意事項を守らない
と、けがをしたり周辺の家財に損
害を与えたりすることがありま
す。

行為を禁止する記号

電気製品は、安全のための注意事項を 
 守らないと、火災や人身事故になるこ
とがあります。この取扱説明書には、事故を防ぐた
めの重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示して
います。この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品
を安全にお使いください。お読みになったあとは、
いつでも見られるところに必ず保管してください。

安全のために
ソニー製品は安全に充分配慮して設計されていま
す。しかし、電気製品はすべて、まちがった使いか
たをすると、火災や感電などにより人身事故になる
ことがあり危険です。
事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。

 接続先の取扱説明書も必ずお読みください。
 安全のための注意事項を守る。
 この「安全のために」の注意事項をよくお読みくだ
さい。
 故障したら使わない。
 動作がおかしくなったり、本機が破損しているこ
とに気づいたら、すぐにお買い上げ店またはソ
ニーサービス窓口に修理をご依頼ください。
 万一、異常が起きたら、変な音・においがしたら、
煙が出たら


 電源を切る


 充電中の場合はUSB接続ケーブルをパソコン
などからはずす


 使い方相談窓口またはお買い上げ店、ソニー
サービス窓口に修理を依頼する

推奨以外のUSB ACアダプターを使わな
い
USB ACアダプターを用いて充電するとき
は、必ず推奨のAC-UD20（別売）を使用して
ください。

火の中に入れない

分解しない
故障や感電の原因となります。内部の点検お
よび修理はソニーの相談窓口またはお買い上
げ店、ソニーサービス窓口にご依頼くださ
い。

火のそばや炎天下などで充電したり放置
しない

交通安全のために
運転中は使用しない
自動車やバイク、自転車などの運転中に、ヘッドホ
ンは絶対に使わないでください。
交通事故の原因となります。
周囲の音が聞こえないと危険な場所では使用
しない
歩行中でも音量を上げすぎるとまわりの音が聞こ
えなくなり危険です。
また、このヘッドホンは周囲の音を低減するタイプ
ですので、警告音なども聞こえにくくなります。

踏み切りや横断歩道、駅のホーム、車の
通る道、工事現場など、周囲の音が聞こ
えないと危険な場所では使わないでくだ
さい。

内部に水や異物を入れない
水や異物が入ると火災や感電の原因になりま
す。万一、水や異物が入ったときは、すぐに
使用を中止し、お買い上げ店またはソニー
サービス窓口にご相談ください。

濡れた手でUSB接続ケーブルをさわらない
感電の原因となります。

本体を布団などでおおった状態で使わな
い
熱がこもってケースが変形したり、火災の原因
となることがあります。










大音量で長時間続けて聞きすぎない
耳を刺激するような大きな音量で長時間続け
て聞くと、聴力に悪い影響を与えることがあ
ります。耳を守るため、音量を上げすぎない
ようにご注意ください。

はじめからボリュームを上げすぎない
突然大きな音が出て耳をいためることがあります。
接続した機器のボリュームは徐々に上げましょう。
特に、MD、CDやDATなど、雑音の少ないデジタル機
器を聞くときにはご注意ください。

肌に合わないと感じたときは、使わない
肌に合わないと感じたときは早めに使用を中
止して、医師またはソニーの相談窓口、お買
い上げ店にご相談ください。

 本機を使用中に気分が悪くなった場合は、
すぐに本機の使用を中止してください。
このヘッドホンは、密閉度を高めています
ので、強く押された場合、鼓膜などを痛め
る危険があります。他の人と強く接触した
り、ボールなどが飛んでくるような場所で
は使用しないでください。





電池についての 
安全上のご注意
液漏れ・破裂・発熱・発火・誤飲による大けがや
失明を避けるため、下記の注意事項を必ずお
守りください。

充電式電池が液漏れしたとき 
充電式電池の液が漏れたときは素手で液を 
さわらない
液が本体内部に残ることがあるため、ソニーの
相談窓口またはソニーサービス窓口にご相談く
ださい。
液が目に入ったときは、失明の原因になること
があるので目をこすらず、すぐに水道水などの
きれいな水で充分洗い、ただちに医師の治療を
受けてください。
液が身体や衣服についたときも、やけどやけがの
原因になるので、すぐにきれいな水で洗い流し、
皮膚に炎症やけがの症状があるときには医師に相
談してください。

 火の中に入れない。分解、加熱しない。
 コイン、キー、ネックレスなどの貴金属類と一緒に
携帯・保管しない。ショートさせない。
 火のそばや直射日光のあたるところ・炎天下の車
中など、高温の場所で使用・保管・放置しない。

  本機を廃棄するときのご注意

機器に内蔵されている充電式電池はリ
サイクルできます。この充電式電池の
取り外しはお客様自身では行わず、「使
い方相談窓口」にご相談ください。 
（「使い方相談窓口」の連絡先は右に記
載されています。）






商標
 iPad、iPod、iPod classic、iPod nano、iPod 
shuffle、iPod touchは、米国および他の国々で
登録されたApple Inc.の商標です。
 「Made for iPod」「Made for iPhone」「Made for 
iPad」とは、それぞれiPod、iPhone、iPad専用に
接続するよう設計され、アップルが定める性能基
準を満たしているとデベロッパによって認定され
た電子アクセサリであることを示します。アップ
ルは、本製品の機能および安全および規格への適
合について一切の責任を負いません。
 WindowsおよびWindows Vistaは、米国
Microsoft Corporationの米国およびその他の国
における登録商標、または商標です。
Macintosh、Mac OSは、米国および他の国々で
登録されたApple Inc.の商標です。

保証書とアフターサービス

保証書
 この製品には保証書が添付されていますので、お
買い上げの際お受け取りください。
 所定事項の記入および記載内容をお確かめのう
え、大切に保存してください。
保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス
調子が悪いときはまずチェックを
この説明書をもう一度ご覧になってお調べくださ
い。
それでも具合の悪いときは
ソニーの相談窓口、またはお買い上げ店にご相談く
ださい。
修理をご依頼の際は、付属の接続コードもご一緒に
お持ちください。
保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただき
ます。詳しくは保証書をご覧ください。
保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望によ
り有料修理させていただきます。
部品の保有期間について
当社ではヘッドホンの補修用性能部品（製品の機能
を維持するために必要な部品）を、製造打ち切り後
6年間保有しています。ただし、故障の状況その他
の事情により、修理に代えて製品交換をする場合が
ありますのでご了承ください。













http://www.sony.jp/support/

